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あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
に
は
新
春
を
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と

と
、
心
よ
り
お
喜
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
日
頃
よ
り
市
議
会
の
活
動
に
対
し
ご
理
解
と
ご
支

援
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

年
の
瀬
に
は
、
糸
魚
川
市
で
大
火
に
よ
り
大
き
な
被
害
が

出
ま
し
た
。
被
災
さ
れ
た
皆
さ
ま
に
心
か
ら
お
見
舞
い
を
申

し
上
げ
る
と
と
も
に
、
一
日
も
早
い
復
興
が
図
ら
れ
る
よ
う

願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
振
り
返
っ
て
昨
年
は
、
熊
本
地
震
、
台
風
十
号
な

ど
を
は
じ
め
日
本
各
地
に
大
き
な
自
然
災
害
が
あ
り
ま
し
た

が
、当
市
に
お
い
て
は
大
き
な
被
害
を
受
け
る
こ
と
も
な
く
、

心
配
さ
れ
た
米
の
一
等
米
比
率
も
Ｖ
字
回
復
と
な
り
、
ほ
っ

と
一
息
つ
い
た
一
年
だ
っ
た
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
、
五
泉
市
で
は
少
子
高
齢
化
へ
の
対
応
、
産
業
や
農
業

の
振
興
を
は
じ
め
、
克
服
す
べ
き
多
く
の
課
題
を
抱
え
て
お

り
ま
す
。
市
議
会
で
は
市
民
の
皆
さ
ま
の
声
を
十
分
に
お
聴

き
し
、
課
題
解
決
に
む
け
議
論
を
尽
く
し
、
市
政
発
展
の
た

め
責
務
を
果
た
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
本
年
が
皆
さ
ま
に
と
り
ま
し
て
幸
多
い
年
と
な

り
ま
す
こ
と
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶

と
い
た
し
ま
す
。

議
　
長

　
林
　
　
　
茂

副
議
長

　
熊
倉
　
政
一

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
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五泉市議会だより　第39号　

平成28年 第４回

12月 議員発議により百条調査委員会を設置

定例会 　平成28年第４回12月定例会が12月２日に招集され、12月16日まで

15日間の会期で開催されました。

　初日には会期の決定、議長報告、当局報告のほか議員発議により

「五泉市地酒で乾杯を推進する条例の制定について」が提案され可

決されました。その後、一般質問の一部を行いました。

　当局報告では、安中聡議員が市を訴えて係争中であった「損害賠償等請求事件」について

最高裁判所の判決により市の勝訴となったことや、県内各地での鳥インフルエンザの発生状

況と市の対応などについて、市長から報告を受け質疑しました。

　５日は引き続き一般質問を行い、通告者全員の質問が終了しました。

　翌６日は34件の当局提出議案が一括上程されて議案に対する質疑が行われた後、議案及び

請願２件がそれぞれの所管常任委員会へ付託されました。また、「原水爆禁止五泉協議会の補

助金事務の調査に関する決議」が議員発議され、地方自治法第100条の規定に基づく強力な調

査権を持った特別委員会において、当該補助金事務が適正に執行されているのか調査を進める

ことを決定しました。

　最終日には、「原水爆禁止五泉協議会の補助金事務調査特別委員会」の委員会経過報告の後、

委員会付託案件について各常任委員会の審査報告に続いて採決が行われ、それぞれ可決・採

択をしました。その後、教育委員の任命などの人事案件２件、議員派遣のほか、市長からの

追加議案１件と議員発議２件、処分要求などを審議・採決して閉会しました。

12月　２日(金)

　　　５日(月)

　　　６日(火)

　　　８日(木)

　　　９日(金)

12日(月)・15日（木）

　　　16日(金)

本会議（開会、会期決定、議長報告、当局報告、乾杯条例の発議、

一般質問など）

本会議（一般質問）

本会議（議案上程、質疑、委員会付託、百条調査の決議など）

総務文教常任委員会、市民厚生常任委員会

建設産業常任委員会

原水爆禁止五泉協議会の補助金事務調査特別委員会

本会議（委員会経過報告、委員会審査報告、採決、議案審議、閉会）

　12月定例会の日程

月　日 内　　　　容
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五泉市議会だより　第39号

主な議案の議決結果・概要
提
出
者

審　　議　　案　　件
審査した 
委員会 

※1

本会議
議　決 
結　果

概　　　　　　　　　　　　　　要

市
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長

議第99号
新潟県市町村総合事務組合を組織する地方公共
団体の数の減少及び新潟県市町村総合事務組合
規約の変更について

総務文教 可決
平成29年３月31日限りで新井頸南広域行政組合が新潟県市町村総合事
務組合を脱退することから、同組合の規約を改正するものです。

議第100号 五泉地域衛生施設組合規約の変更について 市民厚生 可決
新施設の建設に伴い、組合を構成する市町からの議員選出割合や負担
金割合等を変更するものです。

議第101号
五泉市議会の議決に付すべき事件を定める条例
の制定について

総務文教 可決
五泉市総合計画の基本構想について、議決に付すべき事件として取り
扱うため、新たに制定するものです。

議第102号
五泉市議会議員及び五泉市長の選挙における選
挙運動用自動車の使用の公営に関する条例の一
部を改正する条例の制定について

総務文教 可決
公職選挙法施行令の一部を改正する政令の施行に伴い、選挙運動用自
動車の使用に関して公費の支払い単価と公費負担の限度額を改定する
ものです。

議第103号
五泉市議会議員及び五泉市長の選挙における選
挙運動用ポスターの作成の公営に関する条例の
一部を改正する条例の制定について

総務文教 可決
公職選挙法施行令の一部を改正する政令の施行に伴い、選挙運動用ポ
スターの作成に関する単価を改定するものです。

議第104号
五泉市長の選挙における選挙運動用ビラの作成
の公営に関する条例の一部を改正する条例の制
定について

総務文教 可決
公職選挙法施行令の一部を改正する政令の施行に伴い、選挙運動用ビ
ラの作成に関する単価を改定するものです。

議第105号
五泉市税条例の一部を改正する条例の制定につ
いて

総務文教 可決
地方税法等の一部を改正する等の法律及び所得税法等の一部を改正す
る法律の施行に伴い、特例適用利子等及び特例適用配当等に係る個人
の市民税の課税特例等の規定について改正するものです。

議第106号
五泉市福祉会館条例の一部を改正する条例の制
定について

市民厚生 可決
指定管理者に管理を行わせる場合の読替規定について改正するもので
す。

議第107号
五泉市放課後児童健全育成事業条例の一部を改
正する条例の制定について

市民厚生 可決
南っ子学童クラブの新設工事に伴い、同クラブの位置を五泉南小学校
内から南本町１丁目１番29号に改めるものです。

議第108号
五泉市障害者地域活動支援センター条例の一部
を改正する条例の制定について

市民厚生 可決
五泉市障害者地域活動支援センターⅢ型さくらの里を廃止、及び移転
する同センターⅢ型虹工房の位置を旭町７番44号に改正、並びに指定
管理者による管理の規定について改正するものです。

議第109号
五泉市国民健康保険税条例の一部を改正する条
例の制定について

市民厚生 可決
所得税法等の一部を改正する法律の施行に伴い、特例適用利子等及び
特例適用配当等の国民健康保険税に係る課税の特例等の規定を改正す
るものです。

議第110号
五泉市介護保険条例の一部を改正する条例の制
定について

市民厚生 可決
地方税法等の改正による五泉市税条例の一部改正に合わせ、五泉市介
護保険条例の保険料の減免申請期限を改めるものです。

議第111号
五泉市いきいきシニアプラザむらまつ条例の制
定について

市民厚生 可決

介護予防事業等を実施する場として平成29年１月に完成予定のいきい
きシニアプラザむらまつについて適正な管理・運営を図るため、設置
目的、名称及び位置並びに管理運営などについて規定する条例を制定
するものです。

議第112号
五泉市勤労青少年ホーム条例を廃止する条例の
制定について

総務文教 可決
現在の五泉市勤労青少年ホームを、勤労青少年の利用が減少している
ことなどから、勤労青少年福祉法に基づく施設から、市民が多目的に
使用できる施設に用途を変更することに伴い、条例を廃止するものです。

議第113号 五泉市粟島ふれあい館条例の制定について 総務文教 可決
五泉市勤労青少年ホームの用途変更により、施設の設置、名称及び位
置並びに施設の使用などについて規定する条例を制定するものです。

議第114号 指定管理者の指定について 総務文教 可決
五泉市障害者地域活動支援センターⅢ型「虹工房」について、指定管
理者を公募した結果、「社会福祉法人 中東福祉会」を指定するものです。
指定期間は平成29年４月１日から平成34年３月31日までです。

議第115号 指定管理者の指定について 総務文教 可決
五泉市障害者地域活動支援センターⅠ型「あさひの家」について、指
定管理者を公募した結果、「社会福祉法人 中東福祉会」を指定するも
のです。指定期間は平成29年４月１日から平成34年３月31日までです。

議第116号 指定管理者の指定について 総務文教 可決
五泉市福祉会館について、指定管理者を公募した結果、「社会福祉法人 
五泉市社会福祉協議会」を指定するものです。指定期間は平成29年４
月１日から平成34年３月31日までです。

議第117号 指定管理者の指定について 総務文教 可決
五泉市村松さくらんど物産直売所について、指定管理者を公募した結
果、「グリーン産業株式会社」を指定するものです。指定期間は平成29
年４月１日から平成34年３月31日までです。

議第118号 指定管理者の指定について 総務文教 可決
五泉市村松観光開発会館について、指定管理者を公募した結果、「黄金
の里・ふるさとプロモーションパートナー」を指定するものです。指
定期間は、平成29年４月１日から平成34年３月31日までです。

議第119号 指定管理者の指定について 総務文教 可決
五泉市村松黄金の里会館について、指定管理者を公募した結果、「黄金
の里・ふるさとプロモーションパートナー」を指定するものです。指
定期間は、平成29年４月１日から平成34年３月31日までです。

議第120号 平成28年度五泉市一般会計補正予算（第７号）
総務文教 
市民厚生 
建設産業

可決

既決予算総額に２億2,633万８千円を追加し、歳入歳出予算総額を244
億2,553万１千円とするものです。補正の主な内容は、歳入は障害児支
援給付費負担金850万円、臨時福祉給付費補助金の経済対策分１億5,639
万円の追加などで、歳出は弁護士応訴委託料74万５千円、臨時福祉給
付金給付費１億5,639万円、プレミアム商品券発行事業補助金2,240万
円の追加などです。

※１　総務文教：総務文教常任委員会，市民厚生：市民厚生常任委員会，建設産業：建設産業常任委員会
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提
出
者

審　　議　　案　　件
審査した 
委員会 

※1

本会議
議　決 
結　果

概　　　　　　　　　　　　　　要

市
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長

議第121号
平成28年度五泉市介護保険特別会計補正予算
（第３号）

市民厚生 可決

既決予算総額に66万２千円を追加し、歳入歳出予算総額を62億5,801
万４千円とするものです。補正の主な内容は、歳入は介護給付費負担
金５万６千円、地域支援事業交付金14万円、地域支援事業支援交付金
15万７千円の追加などで、歳出は介護予防福祉用具購入費28万１千円、
一次予防事業委託料56万円の追加などです。

議第122号
平成28年度五泉市簡易水道事業特別会計補正予
算（第１号）

建設産業 可決

既決予算総額に変更はありません。補正の主な内容は、歳出で中央監
視設備設置工事2,171万２千円、新配水池築造工事3,588万４千円の追
加と配水管布設替工事5,802万６千円の減額を差し引きし、予備費で調
整するものです。

議第123号
平成28年度五泉市後期高齢者医療特別会計補正
予算（第３号）

市民厚生 可決
既決予算総額に16万４千円を追加し、歳入歳出予算総額を５億3,521
万６千円とするものです。補正の内容は、歳入は一般会計からの事務
費繰入金16万４千円の追加です。歳出は、通信運搬費の追加です。

議第124号 五泉市教育委員会委員の任命について 同意
平成29年２月22日をもって本間寛和の任期が満了するため、同氏を再
任するものです。（敬称略）

議第125号
五泉市議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関
する条例の一部を改正する条例の制定について

総務文教 可決
特別職の職員の給与に関する法律の一部を改正する法律に準じて、平
成28年度以降の議長、副議長及び議員の期末手当の支給率を、年間で0.1
月引き上げるものです。

議第126号
五泉市特別職の職員の給与に関する条例の一部
を改正する条例の制定について

総務文教 可決
特別職の職員の給与に関する法律の一部を改正する法律に準じて、平
成28年度以降の市長、副市長及び教育長の期末手当の支給率を、年間
で0.1月引き上げるものです。

議第127号
五泉市職員の給与に関する条例の一部を改正す
る条例の制定について

総務文教 可決

人事院勧告を受けた関連する法律が成立したことから、国の制度に準
じた給与改定を実施するものです。平均改定率0.2％の一般職給料表の
改定を行うとともに、勤勉手当の支給率を年間で0.1月（再任用職員は
0.05月）引き上げるものです。

議第128号 平成28年度五泉市一般会計補正予算（第８号）
総務文教 
市民厚生 
建設産業

可決
既決予算総額に変更はありません。補正の内容は人事院勧告に伴う人
件費の調整で、歳出の１～10款に合計で3,300万１千円を追加し、予備
費から同額を減額するものです。

議第129号
平成28年度五泉市国民健康保険特別会計補正予
算（第３号）

市民厚生 可決
既決予算総額に44万３千円を追加し、歳入歳出予算総額を66億4,126万
円とするものです。歳入は一般会計からの職員給与費等繰入金の追加
で、歳出は人事院勧告に伴う人件費の追加であります。

議第130号
平成28年度五泉市介護保険特別会計補正予算
（第４号）

市民厚生 可決

既決予算総額に83万２千円を追加し、歳入歳出予算総額を62億5,884
万６千円とするものです。補正の主な内容は、歳入は職員給与費等
繰入金68万４千円の追加などで、歳出は人事院勧告に伴う人件費87
万４千円を追加し予備費で調整したものです。

議第131号
平成28年度五泉市下水道事業特別会計補正予算
（第４号）

建設産業 可決
既決予算総額に76万５千円を追加し、歳入歳出予算総額を32億1,803
万８千円とするものです。歳入は一般会計繰入金の追加で、歳出は人
事院勧告に伴う人件費の追加です。

議第132号
平成28年度五泉市後期高齢者医療特別会計補正
予算（第４号）

市民厚生 可決
既決予算総額に20万８千円を追加し、歳入歳出予算総額を５億3,542
万４千円とするものです。歳入は一般会計からの事務費繰入金の追加
で、歳出は人事院勧告に伴う人件費の追加です。

議第133号
平成28年度五泉市水道事業会計補正予算（第４
号）

建設産業 可決
収益的収支の支出予定額に人事院勧告に伴う人件費143万８千円を追
加するものです。

議第134号 平成28年度五泉市一般会計補正予算（第９号） 可決

既決予算総額に349万７千円を追加し、歳入歳出予算総額を244億2,902
万８千円とするものです。補正の主な内容は、歳入は自動車損害共済
金59万７千円、小型動力ポンプ積載車整備事業費充当債290万円の追
加で、歳出は証人等実費弁償６万９千円、「地酒で乾杯」推進ポスター
作製委託料100万円、小型動力ポンプ積載車購入費350万円を追加し予
備費で調整したものです。

諮問第５号
人権擁護委員の推薦につき意見を求めることに
ついて

適任と 
認める

人権擁護委員に小黒洋一を推薦するものです。（敬称略）

請
　
願
　
者

請願第５ 旧ジャスコ五泉店解体措置に関する請願 総務文教 採択
旧ジャスコ五泉店が老朽化により住民生活を脅かす状態となっている
ことから、住民の健康不安の解消、人的、物的事故の防止、防犯対策
上の観点から取り壊しを早急に推進することを求めるものです。

請願第６ 給付型奨学金制度創設に関する請願 総務文教 採択
奨学金返済への不安をなくし、教育の機会均等を保障するために、返
済のいらない給付型奨学金制度の早期創設を求める意見書を、国及び
県に対して送付することを求めるものです。

議
　
　
　
　
　
　
　
　
員

発議第８号
五泉市地酒で乾杯を推進する条例の制定につい
て

可決

市民が地酒で乾杯することを通じて、地酒の一層の普及推進と元気で
活力ある郷土の創造を図ることを目的として、市、事業者、市民の役
割を定め、個人の嗜好にも配慮することを規定した条例を制定するも
のです。

発議第９号
原水爆禁止五泉協議会の補助金事務の調査に関
する決議

可決

五泉市非核・平和推進事業費補助金のうち日本共産党猪熊豊議員が会
計を務める原水爆禁止五泉協議会の補助金事務について、委員７人で
構成する「原水爆禁止五泉協議会の補助金事務調査特別委員会」を設
置して、地方自治法第100条に規定する権限をもって調査を行おうとす
るものです。

発議第10号 調査権限の付与に関する決議 可決
「原水爆禁止五泉協議会の補助金事務調査特別委員会」が調査する事
件について、詳細な調査を行うため同特別委員会に地方自治法第100条
第10項の権限を追加して付与することを求めるものです。

発議第11号
給付型奨学金制度創設に関する意見書の提出に
ついて

可決
保護者の収入に左右されずに教育の機会均等が保障され、学生が学業
に専念できる社会実現のため、給付型奨学金制度を一刻も早く創設す
るよう要望する意見書を国及び県の関係機関に提出するものです。

議会最終日の12月16日の本会議において、議員に対する処分要求書の提出がありましたが、懲罰特別委員会を設置して審査した結果、否決されました。

※１　総務文教：総務文教常任委員会，市民厚生：市民厚生常任委員会，建設産業：建設産業常任委員会
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（◎委員長　○副委員長）

請
願
第
六	

給
付
型
奨
学
金
制
度
創
設
に
関
す
る
請
願

　

以
上
の
二
十
一
件
で
あ
り
ま
す
。

　

審
査
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、
当
局
の
出
席
を
求
め
慎
重
に
審
査
を
行
っ

た
結
果
、
お
手
元
に
配
付
申
し
上
げ
ま
し
た
委
員
会
審
査
報
告
書
及
び
請

願
審
査
報
告
書
に
記
載
の
と
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
決
定
し
た
次
第
で
あ
り
ま

す
。

　

な
お
、
審
査
経
過
に
お
け
る
主
な
る
質
疑
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
ず
、
教
育
委
員
会
所
管
分
の
質
疑
の
中
で
、「
議
第
百
十
三
号 

五
泉

市
粟
島
ふ
れ
あ
い
館
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
」
に
関
連
し
て
、

　

こ
の
五
泉
市
粟
島
ふ
れ
あ
い
館
は
、
休
館
日
や
開
館
時
間
は
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
の
か
、
と
た
だ
し
た
と
こ
ろ
、

　

現
在
の
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
は
、
土
曜
日
と
日
曜
日
が
午
後
五
時
ま
で

の
利
用
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
条
例
を
制
定
す
る
こ
と
に
よ
り
夜

間
も
使
え
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
開
館
時
間
を
拡
大
し
て
、
市
民
が
利
用

し
や
す
い
よ
う
に
定
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
年
末
年
始
を
除
い
て
全
部
開
館
す
る
予
定
で
あ
り
ま
す
、
と
の

答
弁
で
あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
、
議
第
百
二
十
号　

平
成
二
十
八
年
度
五
泉
市
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
七
号
）
に
つ
い
て
、

　

総
務
課
所
管
分
の
質
疑
の
中
で
、
情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
審
査
会

委
員
報
酬
二
万
五
千
円
に
つ
い
て
、

　

今
後
、
情
報
シ
ス
テ
ム
改
修
の
予
定
が
あ
り
、
次
の
シ
ス
テ
ム
は
ク
ラ

ウ
ド
方
式
を
採
用
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
の
で
、
審
議
会
か
ら
意
見
を
聞

く
た
め
の
開
催
費
用
で
す
、
と
の
説
明
を
受
け
て
、

　

こ
の
審
議
会
の
委
員
は
、
ど
う
い
っ
た
方
が
な
っ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、

ど
れ
く
ら
い
の
頻
度
で
開
催
す
る
の
か
、
と
た
だ
し
た
と
こ
ろ
、

　

メ
ン
バ
ー
は
、
弁
護
士
が
お
ひ
と
り
と
民
生
委
員
の
方
な
ど
、
五
名
を

お
願
い
し
て
い
ま
す
。
開
催
は
、
一
回
を
予
定
し
て
い
ま
す
、
と
の
答
弁

で
あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
、企
画
政
策
課
所
管
分
の
質
疑
の
中
で
、（
総
合
戦
略
）フ
ァ
ミ
リ
ー

住
ま
い
る
応
援
事
業
に
関
連
し
て
、

　

こ
の
補
助
事
業
は
三
年
間
の
計
画
で
、
今
年
度
で
終
了
と
い
う
こ
と
だ

が
、
実
際
三
年
が
経
と
う
と
し
て
い
る
現
在
は
ど
う
い
う
状
況
な
の
か
、

と
た
だ
し
た
と
こ
ろ
、

　

市
外
か
ら
の
転
入
件
数
そ
れ
か
ら
世
帯
人
数
で
集
計
す
る
と
、
平
成

二
十
六
年
度
の
事
業
開
始
か
ら
平
成
二
十
八
年
十
一
月
三
十
日
ま
で
転
入

の
あ
っ
た
世
帯
数
は
七
十
二
世
帯
、
人
数
は
二
百
三
十
四
人
と
い
う
数
値

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
事
業
に
お
い
て
市
内
に
建
築
さ
れ
た
軒
数
で
す
が
、
住
宅

取
得
の
補
助
金
か
ら
考
え
ま
す
と
、
平
成
二
十
六
年
度
は
九
十
件
の
補
助

を
し
て
い
ま
す
の
で
九
十
棟
の
家
が
新
築
ま
た
は
購
入
さ
れ
た
と
い
う
こ

と
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
平
成
二
十
七
年
度
に
補
助
金
の
対
象
に
な
っ
た

の
は
七
十
五
件
、
平
成
二
十
八
年
度
に
つ
い
て
は
十
一
月
三
十
日
現
在
で

四
十
六
件
で
す
、
と
の
答
弁
で
あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
、
財
政
課
所
管
分
の
質
疑
の
中
で
、「
議
第
百
十
八
号 

指
定
管
理

者
の
指
定
に
つ
い
て
」
に
関
連
し
て
、

　

五
泉
市
村
松
観
光
開
発
会
館
の
指
定
管
理
者
に
つ
い
て
、
提
案
さ
れ
た

事
業
計
画
書
か
ら
、
平
成
二
十
四
年
四
月
か
ら
指
定
管
理
者
と
し
て
管
理

運
営
を
行
っ
て
い
る
企
業
と
地
元
企
業
と
の
共
同
企
業
体
で
あ
る
「
黄
金

の
里
・
ふ
る
さ
と
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
パ
ー
ト
ナ
ー
」
が
指
定
管
理
者
と
し

て
適
当
で
あ
る
と
判
断
し
た
、
と
の
説
明
を
受
け
て
、

　

事
業
計
画
の
中
で
ど
れ
が
新
し
い
取
り
組
み
な
の
か
、
と
た
だ
し
た
と

こ
ろ
、

　

ふ
る
さ
と
会
館
は
、
食
堂
を
メ
イ
ン
に
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
新

し
い
メ
ニ
ュ
ー
と
い
う
こ
と
で
過
去
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
さ
れ
て
き
た
が
、

今
度
は
、
例
え
ば
人
気
の
あ
る
ラ
ー
メ
ン
店
を
出
張
で
呼
ぶ
な
ど
の
イ
ベ

ン
ト
を
数
多
く
打
つ
こ
と
で
、
リ
ピ
ー
タ
ー
を
確
保
し
た
い
と
い
う
計
画

が
載
っ
て
い
ま
す
、
と
の
答
弁
で
あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
、「
議
第
百
十
九
号 

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て
」
に
関
連
し
て
、

　

五
泉
市
村
松
黄
金
の
里
会
館
の
指
定
管
理
者
に
つ
い
て
、
提
案
さ
れ
た

事
業
計
画
書
か
ら
、
平
成
二
十
四
年
四
月
か
ら
指
定
管
理
者
と
し
て
管
理

運
営
を
行
っ
て
い
る
企
業
と
地
元
企
業
と
の
共
同
企
業
体
で
あ
る
「
黄
金

の
里
・
ふ
る
さ
と
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
パ
ー
ト
ナ
ー
」
が
指
定
管
理
者
と
し

て
適
当
で
あ
る
と
判
断
し
た
、
と
の
説
明
を
受
け
て
、

　

黄
金
の
里
は
、
冬
期
間
は
閉
鎖
さ
れ
る
た
め
開
設
期
間
の
中
で
売
り
上

げ
確
保
、
ま
た
、
観
光
客
確
保
を
考
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
難
し
い
状

況
で
あ
る
か
と
思
う
が
こ
れ
ま
で
の
状
況
を
踏
ま
え
、
今
後
の
活
動
に
つ

い
て
は
、
新
し
く
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
す
る
の
か
、
と
た
だ
し
た
と
こ
ろ
、

　

地
元
企
業
な
ら
で
は
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
す
る
と
い
う
こ
と
で
、

咲
花
温
泉
の
宿
泊
客
に
こ
ち
ら
の
名
刹
に
も
回
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
な
Ｐ

Ｒ
を
し
て
、
新
た
な
来
場
者
の
確
保
に
努
め
た
い
と
い
う
計
画
に
な
っ
て

い
ま
す
、
と
の
答
弁
で
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
細
部
に
わ
た
り
詳
細
な
る
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

去
る
十
二
月
六
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、
本
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
事

件
は
、

議
第
九
十
九
号　
　

新
潟
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
を
組
織
す
る
地
方
公

共
団
体
の
数
の
減
少
及
び
新
潟
県
市
町
村
総
合
事
務

組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

議
第
百
一
号　
　
　

五
泉
市
議
会
の
議
決
に
付
す
べ
き
事
件
を
定
め
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

議
第
百
二
号　
　
　

五
泉
市
議
会
議
員
及
び
五
泉
市
長
の
選
挙
に
お
け
る

選
挙
運
動
用
自
動
車
の
使
用
の
公
営
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

議
第
百
三
号　
　
　

五
泉
市
議
会
議
員
及
び
五
泉
市
長
の
選
挙
に
お
け
る

選
挙
運
動
用
ポ
ス
タ
ー
の
作
成
の
公
営
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

議
第
百
四
号　
　
　

五
泉
市
長
の
選
挙
に
お
け
る
選
挙
運
動
用
ビ
ラ
の
作

成
の
公
営
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

議
第
百
五
号　
　
　

五
泉
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

議
第
百
十
二
号　
　

五
泉
市
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
条
例
を
廃
止
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

議
第
百
十
三
号　
　

五
泉
市
粟
島
ふ
れ
あ
い
館
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

議
第
百
十
四
号　
　

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

議
第
百
十
五
号　
　

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

議
第
百
十
六
号　
　

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

議
第
百
十
七
号　
　

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

議
第
百
十
八
号　
　

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

議
第
百
十
九
号　
　

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

議
第
百
二
十
号　
　

平
成
二
十
八
年
度
五
泉
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

七
号
）
の
う
ち
本
委
員
会
所
管
に
属
す
る
事
項

議
第
百
二
十
五
号　

五
泉
市
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
及
び
費
用
弁
償
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て

議
第
百
二
十
六
号　

五
泉
市
特
別
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

議
第
百
二
十
七
号　

五
泉
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

議
第
百
二
十
八
号　

平
成
二
十
八
年
度
五
泉
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

八
号
）
の
う
ち
本
委
員
会
所
管
に
属
す
る
事
項

請
願
第
五	

旧
ジ
ャ
ス
コ
五
泉
店
解
体
措
置
に
関
す
る
請
願

総
務
文
教
常
任
委
員
会 

審
査
報
告

◎
剣
持
　
雄
吾
　
　
　
林
　
　
　
茂
　
　
　
今
井
　
　
博
　
　
　
深
井
　
邦
彦

○
佐
藤
　
　
浩
　
　
　
安
中
　
　
聡
　
　
　
桑
原
　
一
憲
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以
上
の
十
四
件
で
あ
り
ま
す
。

　

審
査
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、
当
局
の
出
席
を
求
め
慎
重
に
審

査
を
行
っ
た
結
果
、
お
手
元
に
配
付
申
し
上
げ
ま
し
た
委
員
会

審
査
報
告
書
に
記
載
の
と
お
り
、決
定
し
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
審
査
経
過
に
お
け
る
主
な
る
質
疑
に
つ
い
て
申
し
上

げ
ま
す
。

　

ま
ず
、
健
康
福
祉
課
所
管
分
の
質
疑
の
中
で
、
議
第
百
二
十

号　

平
成
二
十
八
年
度
五
泉
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
七
号
）

の
う
ち
、
臨
時
福
祉
給
付
金
事
業
（
経
済
対
策
分
）
一
億
六
千

五
百
六
十
六
万
二
千
円
に
関
連
し
て
、

　

一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
あ
る
い
は
認
知
症
等
で
、
権
利
は
あ

る
が
申
請
さ
れ
な
い
方
は
ど
の
く
ら
い
い
る
の
か
。
ま
た
、
そ

う
い
う
人
に
対
し
て
フ
ォ
ロ
ー
は
ど
の
よ
う
に
し
て
い
る
の

か
、
と
た
だ
し
た
と
こ
ろ
、

　

二
十
八
年
度
の
申
請
率
は
九
十
一
％
で
、
一
割
く
ら
い
の
方

が
申
請
を
さ
れ
て
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
申
請
さ

れ
て
い
な
い
方
の
中
に
は
、
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た
方
、
市

外
で
課
税
さ
れ
て
い
た
方
、
市
外
の
課
税
者
の
扶
養
に
な
っ
て

い
た
方
も
お
り
、
認
知
症
等
で
権
利
が
あ
っ
て
も
申
請
さ
れ
て

な
い
方
が
ど
の
く
ら
い
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
は
、
把
握
し
て

お
り
ま
せ
ん
、
と
の
答
弁
で
あ
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
純
粋
に
も
ら
え
る
方
が
申
請
を
し
な
い
と
い
う
こ

と
は
、
非
常
に
不
幸
な
事
態
だ
と
思
う
。
何
ら
か
の
形
で
も
っ

て
、
当
局
か
ら
も
市
民
サ
ー
ビ
ス
と
い
う
か
、
フ
ォ
ロ
ー
を
願

い
た
い
と
考
え
る
が
ど
う
か
、
と
た
だ
し
た
と
こ
ろ
、

　

個
人
の
自
己
申
告
と
い
う
の
が
原
則
で
、
来
ら
れ
な
か
っ
た

方
に
は
再
送
付
で
ご
案
内
し
て
お
り
ま
す
が
、
そ
れ
で
も
来
ら

れ
な
か
っ
た
方
に
、
ま
だ
来
て
い
ま
せ
ん
が
い
か
が
で
す
か
と

い
う
と
こ
ろ
ま
で
は
ち
ょ
っ
と
難
し
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
、

と
の
答
弁
で
あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
、
高
齢
福
祉
課
所
管
分
の
質
疑
の
中
で
、
議
第
百
十
一

号 

五
泉
市
い
き
い
き
シ
ニ
ア
プ
ラ
ザ
む
ら
ま
つ
条
例
の
制
定

に
関
連
し
て
、

　

設
置
目
的
が
、
高
齢
者
の
健
康
増
進
、
介
護
予
防
と
い
う
こ

と
だ
が
、
交
通
手
段
が
な
く
お
年
寄
り
が
通
う
の
は
難
し
い
。

空
き
店
舗
は
ま
だ
何
カ
所
か
あ
っ
て
、
駐
車
場
に
近
い
所
も

あ
っ
た
と
思
う
が
、
何
故
こ
こ
が
選
択
さ
れ
た
の
か
、
と
た
だ

し
た
と
こ
ろ
、

　

以
前
か
ら
商
工
会
等
に
相
談
す
る
な
ど
利
用
可
能
な
物
件
を

探
し
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
施
設
に
つ
い
て
は
持
ち
主
の
同
意

が
得
ら
れ
、
こ
の
場
所
に
決
定
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
、
と

の
答
弁
で
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
常
時
何
名
ぐ
ら
い
利
用
で
き
る
と
予
定
し
て
い
る
の

か
、
と
た
だ
し
た
と
こ
ろ
、

　

利
用
人
数
に
つ
い
て
は
、
五
泉
地
区
で
や
っ
て
い
る
悠
遊
館

の
実
績
が
一
日
当
た
り
約
十
一
名
程
度
で
、
そ
の
く
ら
い
の
実

績
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
、
と
の
答
弁
で
あ
り

ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
皆
さ
ん
か
ら
利
用
し
て
も
ら
う
と
い
う
促
進
策
に

つ
い
て
、
ど
う
い
う
考
え
方
を
持
っ
て
や
ら
れ
る
の
か
、
と
た

だ
し
た
と
こ
ろ
、

　

悠
遊
館
や
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
な
ど
、
ほ
か
の
施
設
で
も
行
っ
て

い
る
子
ど
も
た
ち
と
の
交
流
や
、
地
域
の
方
と
の
交
流
な
ど
を

工
夫
し
な
が
ら
、
介
護
の
施
設
で
は
な
く
介
護
を
必
要
と
す
る

状
態
に
な
ら
な
い
た
め
、
元
気
な
人
が
い
つ
ま
で
も
元
気
で
い

て
も
ら
う
た
め
の
集
ま
る
場
所
を
、
五
泉
地
区
も
村
松
地
区
も

数
多
く
増
や
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。

　

い
ろ
ん
な
情
報
も
介
護
に
関
す
る
人
達
も
集
ま
れ
る
場
所
と

い
う
こ
と
で
村
松
地
区
の
拠
点
と
い
う
ふ
う
に
考
え
て
お
り
ま

す
、
と
の
答
弁
で
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
細
部
に
わ
た
り
詳
細
な
る
質
疑
応
答
が
な
さ
れ

ま
し
た
。

　

去
る
十
二
月
六
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、
本
委
員
会
に
付
託

さ
れ
た
事
件
は
、

 

議
第
百
号　
　
　
　

五
泉
地
域
衛
生
施
設
組
合
規
約
の
変
更
に

つ
い
て

議
第
百
六
号　
　
　

五
泉
市
福
祉
会
館
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

議
第
百
七
号　
　
　

五
泉
市
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い

て

議
第
百
八
号　
　
　

五
泉
市
障
害
者
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

議
第
百
九
号　
　
　

五
泉
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

議
第
百
十
号　
　
　

五
泉
市
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

議
第
百
十
一
号　
　

五
泉
市
い
き
い
き
シ
ニ
ア
プ
ラ
ザ
む
ら
ま

つ
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

議
第
百
二
十
号　
　

平
成
二
十
八
年
度
五
泉
市
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
七
号
）
の
う
ち
本
委
員
会
所
管

に
属
す
る
事
項

議
第
百
二
十
一
号　

平
成
二
十
八
年
度
五
泉
市
介
護
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
三
号
）

議
第
百
二
十
三
号　

平
成
二
十
八
年
度
五
泉
市
後
期
高
齢
者
医

療
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
三
号
）

議
第
百
二
十
八
号　

平
成
二
十
八
年
度
五
泉
市
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
八
号
）
の
う
ち
本
委
員
会
所
管

に
属
す
る
事
項

議
第
百
二
十
九
号　

平
成
二
十
八
年
度
五
泉
市
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
三
号
）

議
第
百
三
十
号　
　

平
成
二
十
八
年
度
五
泉
市
介
護
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
四
号
）

議
第
百
三
十
二
号　

平
成
二
十
八
年
度
五
泉
市
後
期
高
齢
者
医

療
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
四
号
）

市
民
厚
生
常
任
委
員
会 

審
査
報
告

◎
佐
藤
　
　
渉
　
　
　
町
田
　
俊
夫
　
　
　
広
野
　
　
甲
　
　
　
白
井
　
妙
子

○
伊
藤
　
昭
一
　
　
　
羽
下
　
　
貢
　
　
　
熊
倉
　
政
一

（◎委員長　○副委員長）
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（◎委員長　○副委員長）

の
質
疑
の
中
で
、
担
い
手
育
成
事
業
、
農
地
集
積
協
力
金
交

付
事
業
補
助
金
六
百
三
十
万
円
の
増
額
に
つ
い
て
、
離
農
さ

れ
る
農
家
が
農
地
中
間
管
理
機
構
を
通
じ
て
農
地
の
貸
し
借

り
を
行
っ
た
場
合
に
、
所
有
面
積
に
応
じ
て
一
定
額
が
補
助

さ
れ
る
も
の
で
、
今
年
度
確
定
し
た
件
数
は
二
十
一
件
の
申

請
で
あ
り
ま
す
、
と
の
説
明
を
受
け
、

　

そ
の
二
十
一
件
の
合
計
面
積
は
ど
の
く
ら
い
か
、
ま
た
離

農
さ
れ
る
面
積
で
一
番
多
い
の
は
ど
の
く
ら
い
か
、
と
た
だ

し
た
と
こ
ろ
、

　

全
体
と
し
て
は
三
十
一
万
三
千
二
百
五
十
一
平
方
メ
ー
ト

ル
で
、
一
番
多
い
面
積
は
四
万
一
千
百
一
平
方
メ
ー
ト
ル
で

あ
り
ま
す
、
と
の
答
弁
で
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
関
連
し
て
、
最
近
は
離
農
さ
れ
る
農
家
が
多
く

な
っ
て
き
て
お
り
、受
け
手
よ
り
も
貸
し
手
の
方
が
多
く
な
っ

て
き
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
今
後
十
年
、
二
十
年
先
を
見

た
場
合
、
五
泉
市
の
農
家
の
担
い
手
を
ど
の
よ
う
に
確
保
し

て
い
く
の
か
プ
ラ
ン
は
あ
る
の
か
、
と
た
だ
し
た
と
こ
ろ
、

　

離
農
さ
れ
る
方
が
増
え
て
い
る
大
き
な
要
因
と
し
て
は
米

価
の
下
落
が
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
農
家
の
担
い
手
に
つ
い
て

は
全
国
的
な
問
題
で
あ
り
、
農
地
を
守
る
と
い
う
観
点
か
ら

も
、
個
々
の
規
模
拡
大
農
家
へ
の
支
援
は
必
要
で
あ
る
と
思

い
ま
す
が
、
地
域
に
よ
っ
て
は
集
落
的
営
農
組
織
づ
く
り
が

大
切
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ま
た
今
後
は
、
地
域
お

こ
し
協
力
隊
と
し
て
都
市
部
か
ら
ご
応
募
い
た
だ
き
、
五
泉

市
農
業
の
担
い
手
と
し
て
、
最
終
的
に
は
五
泉
市
に
定
住
し

て
い
た
だ
け
れ
ば
と
の
思
い
で
あ
り
ま
す
、
と
の
答
弁
で
あ

り
ま
し
た
。

　

次
に
、
商
工
観
光
課
所
管
分
の
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

七
号
）
の
質
疑
の
中
で
、
経
済
活
性
化
推
進
事
業
、
プ
レ
ミ

ア
ム
商
品
券
発
行
事
業
補
助
金
二
千
二
百
四
十
万
円
に
つ
い

て
、
実
施
期
間
を
三
月
下
旬
か
ら
三
箇
月
程
度
と
し
て
、
短

期
間
で
の
地
元
消
費
の
拡
大
と
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
る

こ
と
を
目
的
に
、
プ
レ
ミ
ア
ム
率
二
〇
％
、
販
売
額
一
億
円

と
し
て
総
額
一
億
二
千
万
円
の
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
を
発
行

す
る
こ
と
に
対
し
、
プ
レ
ミ
ア
ム
分
の
二
千
万
円
に
加
え
て

事
務
費
相
当
分
の
三
分
の
二
を
、
実
施
主
体
で
あ
る
商
工
関

係
四
団
体
に
よ
る
実
行
委
員
会
に
補
助
金
と
し
て
交
付
す
る

も
の
で
あ
り
ま
す
、
と
の
説
明
を
受
け
、

　

こ
の
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の
一
人
当
り
の
購
入
上
限
額
は

い
く
ら
か
、
と
た
だ
し
た
と
こ
ろ
、

　

実
行
委
員
会
で
の
協
議
に
な
り
ま
す
が
、
五
万
円
程
度
を

限
度
額
と
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
、
と
の
答
弁
で
あ
り

ま
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
景
気
の
下
支
え
と
し
て
非
常
に
有
効
と

考
え
る
が
、
限
度
額
ま
で
購
入
で
き
る
方
と
一
万
円
分
も
買

え
な
い
方
も
い
る
こ
と
も
十
分
考
慮
し
て
い
た
だ
き
た
い
、

と
の
要
望
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
細
部
に
わ
た
り
詳
細
な
る
質
疑
応
答
が
な
さ

れ
ま
し
た
。

　

去
る
十
二
月
六
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、
本
委
員
会
に
付

託
さ
れ
た
事
件
は
、

議
第
百
二
十
号	

平
成
二
十
八
年
度
五
泉
市
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
七
号
）
の
う
ち
本
委
員
会

所
管
に
属
す
る
事
項

議
第
百
二
十
二
号　

平
成
二
十
八
年
度
五
泉
市
簡
易
水
道
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
一
号
）

議
第
百
二
十
八
号　

平
成
二
十
八
年
度
五
泉
市
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
八
号
）
の
う
ち
本
委
員
会

所
管
に
属
す
る
事
項

議
第
百
三
十
一
号　

平
成
二
十
八
年
度
五
泉
市
下
水
道
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
四
号
）

議
第
百
三
十
三
号　

平
成
二
十
八
年
度
五
泉
市
水
道
事
業
会

計
補
正
予
算
（
第
四
号
）

　

以
上
の
五
件
で
あ
り
ま
す
。

　

審
査
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、
当
局
の
出
席
を
求
め
慎
重
に

審
査
を
行
っ
た
結
果
、
お
手
元
に
配
付
申
し
上
げ
ま
し
た
委

員
会
審
査
報
告
書
に
記
載
の
と
お
り
、
決
定
し
た
次
第
で
あ

り
ま
す
。

　

な
お
、
審
査
経
過
に
お
け
る
主
な
る
質
疑
に
つ
い
て
申
し

上
げ
ま
す
。

　

ま
ず
、農
林
課
所
管
分
の
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
七
号
）

建
設
産
業
常
任
委
員
会 

審
査
報
告

◎
阿
部
　
周
夫
　
　
　
猪
熊
　
　
豊
　
　
　
牛
膓
　
利
栄

○
長
谷
川
政
弘
　
　
　
鈴
木
　
良
民
　
　
　
平
井
　
敏
弘
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【 ○：賛成、×：反対、－：欠席】議員別議案賛否一覧表

提
　
出
　
者

議

案

番

号

議
　
案
　
名

議

決

結

果

議　　　　員　　　　名　　（議席番号順）

１
深
井
　
邦
彦

２
桑
原
　
一
憲

３
白
井
　
妙
子

４
今
井
　
　
博

５
安
中
　
　
聡

６
佐
藤
　
　
浩

７
長
谷
川
政
弘

８
伊
藤
　
昭
一

９
佐
藤
　
　
渉

10
平
井
　
敏
弘

11
牛
膓
　
利
栄

12
鈴
木
　
良
民

13
熊
倉
　
政
一

14
広
野
　
　
甲

15
剣
持
　
雄
吾

16
羽
下
　
　
貢

17
町
田
　
俊
夫

18
阿
部
　
周
夫

19
猪
熊
　
　
豊

20
林
　
　
　
茂

市
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長

議第99号
新潟県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の
数の減少及び新潟県市町村総合事務組合規約の変更に
ついて

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

※
１

議第100号 五泉地域衛生施設組合規約の変更について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議第101号
五泉市議会の議決に付すべき事件を定める条例の制定
について

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議第102号
五泉市議会議員及び五泉市長の選挙における選挙運動
用自動車の使用の公営に関する条例の一部を改正する
条例の制定について

可決 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議第103号
五泉市議会議員及び五泉市長の選挙における選挙運動
用ポスターの作成の公営に関する条例の一部を改正す
る条例の制定について

可決 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議第104号
五泉市長の選挙における選挙運動用ビラの作成の公営
に関する条例の一部を改正する条例の制定について

可決 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議第105号 五泉市税条例の一部を改正する条例の制定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議第106号
五泉市福祉会館条例の一部を改正する条例の制定につ
いて

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議第107号
五泉市放課後児童健全育成事業条例の一部を改正する
条例の制定について

可決 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議第108号
五泉市障害者地域活動支援センター条例の一部を改正
する条例の制定について

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議第109号
五泉市国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制
定について

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議第110号
五泉市介護保険条例の一部を改正する条例の制定につ
いて

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議第111号
五泉市いきいきシニアプラザむらまつ条例の制定につ
いて

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議第112号
五泉市勤労青少年ホーム条例を廃止する条例の制定に
ついて

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議第113号 五泉市粟島ふれあい館条例の制定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議第114号 指定管理者の指定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議第115号 指定管理者の指定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議第116号 指定管理者の指定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議第117号 指定管理者の指定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議第118号 指定管理者の指定について 可決 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議第119号 指定管理者の指定について 可決 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議第120号 平成28年度五泉市一般会計補正予算（第７号） 可決 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議第121号 平成28年度五泉市介護保険特別会計補正予算（第３号) 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議第122号
平成28年度五泉市簡易水道事業特別会計補正予算
（第１号）

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議第123号
平成28年度五泉市後期高齢者医療特別会計補正予算
（第３号）

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議第124号 五泉市教育委員会委員の任命について 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

※1　法律に特別の定めがある場合を除く外、地方自治法第116条の規定により、議長は表決に加わっていません。
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※1　法律に特別の定めがある場合を除く外、地方自治法第116条の規定により、議長は表決に加わっていません。

※　議員に対する処分要求書が提出されましたが、採決の結果、否決されました。

提
　
出
　
者

議

案

番

号

議
　
案
　
名

議

決

結

果

議　　　　員　　　　名　　（議席番号順）

１
深
井
　
邦
彦

２
桑
原
　
一
憲

３
白
井
　
妙
子

４
今
井
　
　
博

５
安
中
　
　
聡

６
佐
藤
　
　
浩

７
長
谷
川
政
弘

８
伊
藤
　
昭
一

９
佐
藤
　
　
渉

10
平
井
　
敏
弘

11
牛
膓
　
利
栄

12
鈴
木
　
良
民

13
熊
倉
　
政
一

14
広
野
　
　
甲

15
剣
持
　
雄
吾

16
羽
下
　
　
貢

17
町
田
　
俊
夫

18
阿
部
　
周
夫

19
猪
熊
　
　
豊

20
林
　
　
　
茂

市
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長

議第125号
五泉市議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条
例の一部を改正する条例の制定について

可決 ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

※
１

議第126号
五泉市特別職の職員の給与に関する条例の一部を改正
する条例の制定について

可決 ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議第127号
五泉市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例
の制定について

可決 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議第128号 平成28年度五泉市一般会計補正予算（第８号） 可決 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議第129号
平成28年度五泉市国民健康保険特別会計補正予算
（第３号）

可決 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議第130号 平成28年度五泉市介護保険特別会計補正予算（第４号) 可決 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議第131号
平成28年度五泉市下水道事業特別会計補正予算
（第４号）

可決 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議第132号
平成28年度五泉市後期高齢者医療特別会計補正予算
（第４号）

可決 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議第133号 平成28年度五泉市水道事業会計補正予算（第４号) 可決 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議第134号 平成28年度五泉市一般会計補正予算（第９号) 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

諮問第５号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて
適任と
認める

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

請
願
者

請願第５ 旧ジャスコ五泉店解体措置に関する請願 採択 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

請願第６ 給付型奨学金制度創設に関する請願 採択 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ―

議
　
　
　
　
員

発議第８号 五泉市地酒で乾杯を推進する条例の制定について 可決 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

発議第９号
原水爆禁止五泉協議会の補助金事務の調査に関する決
議

可決 ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ―

発議第10号 調査権限の付与に関する決議 可決 ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ―

発議第11号 給付型奨学金制度創設に関する意見書の提出について 可決 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ―

一般質問（通告順）

　12月定例会では10人の議員が一般質問（12月２日・５日）を行いました。通告順に従
い、質問者の氏名をお知らせします。

通告順 質問者氏名 通告順 質問者氏名 通告順 質問者氏名

1 猪熊　　豊 ５ 安中　　聡 ９ 鈴木　良民

2 羽下　　貢 ６ 深井　邦彦 10 阿部　周夫

3 町田　俊夫 ７ 白井　妙子

４ 桑原　一憲 ８ 今井　　博
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請 願 に つ い て
―  次の請願を採択しました。―

◆請願第５

　旧ジャスコ五泉店解体措置に関する請願

　【提 出 者】代表

　　　　　　　吉沢１丁目１組

　　　　　　　町内会長　吉田一成

　【紹介議員】阿部周夫、広野　甲、熊倉政一、

　　　　　　　鈴木良民、平井敏弘、佐藤　渉、

　　　　　　　伊藤昭一、佐藤　浩、白井妙子、

　　　　　　　桑原一憲、深井邦彦

◆請願第６

　給付型奨学金制度創設に関する請願

　【提 出 者】五泉市四ツ屋新

　　　　　　　川崎一茶味

　【紹介議員】猪熊　豊

発 議 に つ い て
　― 次の発議を可決しました。意見書は　　　　

　　　速やかに関係省庁へ送付しました。―

◆発議第11号

　　給付型奨学金制度創設に関する意見書の提

出について

　【提出議員】剣持雄吾 外５名

　【内　　容】

　　学生の２人に１人が、将来の借金となる奨

学金を利用しています。平均利用額は300万

円にのぼり、多くが有利子です。

　　高校生は経済的理由から進学を断念する人

が後を絶ちません。

　　日本学生支援機構は貸与型奨学金制度に関

して、平成26年度に返還が３か月以上延滞

している者が17万３千人、898億円にのぼる

と把握しています。

　　よって、国及び県におかれましては、保護

者の収入に左右されずに教育の機会均等が保

障され、学生が学業に専念できる社会実現の

ため、給付型奨学金制度を一刻も早く創設さ

れるよう要望します。

　　以上、地方自治法第99条の規定により、

意見書を提出します。

　【送 付 先】

　　内閣総理大臣、文部科学大臣、財務大臣、

　　新潟県知事

当 局 報 告

　市長から６件の事項について、議会で報告を受け

ました。

◆鳥インフルエンザについて

　高病原性鳥インフルエンザが、11月29日に関川

村で、翌30日には上越市においても発生が報告さ

れたことから、12月１日に「高病原性鳥インフル

エンザ対策本部会議」を開催いたしました。

　更に、阿賀野市の瓢湖において県が回収したコハ

クチョウ１羽から、遺伝子検査機関でＡ型鳥インフ

ルエンザウィルスが検出されたとの報告を受け、回

収地点の半径10Km圏内が野鳥監視重点区域に指定

され、この指定圏域に五泉市の一部の地域が含まれ

ることから、県と協力しながら監視に努めてまいり

ます。

　なお、我が国では、これまでとり肉及び卵を食べ

たことにより、鳥インフルエンザが人に感染した事

例の報告はありません。

　今後も安心メールやホームページにおいて、情報

提供に努めてまいります。

◆11月24日の村松学校町地内の火災について

　11月24日早朝、村松学校町地内の住宅から火が

出ていると連絡があり、消防署から消防車両７台人

員20名、消防団は積載車６台人員39名が出動し、1

時間ほどで鎮火いたしました。

　この火災で、火元の住宅１棟を全焼し、焼け跡か

ら１名の遺体が発見されております。お亡くなりに

なられた方のご冥福を心よりお祈り申し上げます。

　11月３日と15日にも建物火災が発生しており、

消防団とともに一層の防火活動に努めてまいりたい

と考えております。

　この他の報告事項は、以下のとおりです。

◆損害賠償等請求事件について（Ｐ13に掲載）

◆下水道工事の会計実地検査について

◆小型動力ポンプ積載車事故について

◆重大交通事故の多発について
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【内　　容】

　豊かな自然と良質な水資源に恵まれ

た当市は、古くから酒造りが盛んなま

ちであり、市内で製造される地酒の品

質の高さは郷土の自慢である。

　市民が様々な行事や宴席において、

地酒で乾杯することを通じ、地酒の一

層の普及を推進することにより、元気

で活力ある郷土の創造を図ることを目

指して、この条例を制定する。

（目的）

　第１条　この条例は、本市の伝統産

品である地酒による乾杯の習慣を広め

ることにより、地酒の普及を通した地

域の食文化への理解の推進に寄与する

ことを目的とする。

（市の役割）

　第２条　市は、地酒による乾杯を推

進することにより、地酒の普及に取り

組むよう努めるものとする。

（事業者の役割）

　第３条　地酒の生産又は販売を業と

◆発議第８号

　五泉市地酒で乾杯を推進する条例の制定について

　【提出議員】牛膓利栄 外６名

五泉市地酒で乾杯を推進する条例

して行う者（以下「事業者」という。）は、

市及び他の事業者と相互に協力すること

により、地酒による乾杯を推進し、市内

の日本酒産業の振興及び地酒の普及に取

り組むとともに、地酒に関する知識の普

及に努めるものとする。

（市民の協力）

　第４条　市民は、市及び事業者が行う

地酒による乾杯を推進する取組及び地酒

の普及に関する取組に協力するととも

に、地酒に関する理解を深めるよう努め

るものとする。

（嗜好等への配慮）

　第５条　市、事業者及び市民は、この

条例の実施に当たり、地酒に対する個人

の嗜好及び飲酒に対する個人の意思を尊

重するよう配慮するものとする。

　附　則

　　この条例は、公布の日から施行する。

郷土を愛するこころで　地酒で乾杯
議員発議で条例提案・可決
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各委員会の委員及び会派の構成が次のとおり変更になりました
猪熊豊氏の議員辞職により

議会運営委員会

◎鈴木　良民　　◯平井　敏弘

　阿部　周夫　　　剣持　雄吾

　伊藤　昭一　　　長谷川政弘

　深井　邦彦　　　　　　　　

総務文教常任委員会

◎剣持　雄吾　　◯佐藤　　浩

　林　　　茂　　　安中　　聡

　今井　　博　　　桑原　一憲

深井　邦彦　　　　　　　

市民厚生常任委員会

◎佐藤　　渉　　◯伊藤　昭一

　町田　俊夫　　　羽下　　貢

　広野　　甲　　　熊倉　政一

白井　妙子　　　　　　　

建設産業常任委員会

◎阿部　周夫　　◯長谷川政弘

　鈴木　良民　　　牛膓　利栄

　平井　敏弘　　（欠員１名）

広報委員会

◎伊藤　昭一　　◯鈴木　良民

　阿部　周夫　　　佐藤　　渉

　佐藤　　浩　　　桑原　一憲

深井　邦彦　　　　　　　

◎委員長　〇副委員長

会派のお知らせ
　会派の構成員に変更がありましたので、１月１

日現在の会派の状況をお知らせします。

（◎印は代表者）

清流クラブ ― ――――――――――――

　◎長谷川政弘　　　羽下　　貢

　　白井　妙子　　　桑原　一憲

市政・こうめいクラブ ― ―――――――

　◎剣持　雄吾　　　広野　　甲

　　鈴木　良民

未来都市創造クラブ ― ――――――――

　◎平井　敏弘　　　佐藤　　渉

　　佐藤　　浩

市民木曜クラブ ― ――――――――――

　◎阿部　周夫　　　林　　　茂

政友クラブ ― ――――――――――――

　◎熊倉　政一　　　深井　邦彦

泉
い ず み

水クラブ ― ――――――――――――

　◎牛膓　利栄　　　伊藤　昭一

未来クラブ ― ――――――――――――

　◎町田　俊夫

明るい五泉市作る会 ― ――――――――

　◎安中　　聡

五泉市日本共産党市会議員団 ― ――――

　◎今井　　博

（定数：７人）

（定数：７人）

（定数：７人）

（定数：６人）

（定数：７人）
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懸案の訴訟事件に決着　市長が勝訴を報告
　安中聡議員が、市議会において参政権の侵害と名誉棄損を受けたとして市に損害

賠償を求めた事件は最高裁で却下の判断が出ました。これにより市の全面的な勝訴

が確定しました。

　

平
成
二
十
五
年
八
月
に
安
中
聡
氏
よ
り

提
訴
さ
れ
た
損
害
賠
償
等
請
求
事
件
に
つ

き
ま
し
て
、
判
決
が
確
定
い
た
し
ま
し
た

の
で
ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

　

訴
状
内
容
の
主
な
事
項
は
、「
五
泉
市
に

対
し
、
国
家
賠
償
請
求
と
し
て
平
成
二
十

五
年
六
月
定
例
会
及
び
九
月
定
例
会
に
お

け
る
出
席
停
止
処
分
、
並
び
に
辞
職
勧
告

決
議
に
係
る
も
の
と
し
て
、
金
三
百
万
円

を
支
払
う
こ
と
。
謝
罪
広
告
を
掲
載
す
る

こ
と
。」
と
い
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。

第
一
審　

新
潟
地
方
裁
判
所
の
判
決
は
、

「
原
告
の
請
求
を
い
ず
れ
も
棄
却
す
る
。」

と
な
り
ま
し
た
。

第
二
審　

東
京
高
等
裁
判
所
で
は
、
平
成

二
十
八
年
三
月
十
七
日
に
判
決
が
あ
り
、

「
原
判
決
を
取
り
消
し
、
控
訴
人
の
訴
え

を
い
ず
れ
も
却
下
す
る
。」と
な
り
ま
し
た
。

　

控
訴
人
は
こ
れ
を
不
服
と
し
て
、
平
成

【
当
局
報
告
】
　

損
害
賠
償
等
請
求
事
件
に
つ
い
て
（
要
約
）

二
十
八
年
三
月
二
十
五
日
に
最
高
裁
判
所

へ
上
告
さ
れ
ま
し
た
が
、
平
成
二
十
八
年

十
月
二
十
日
に
決
定
が
あ
り
ま
し
た
の

で
、
そ
の
主
文
を
読
み
上
げ
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

一　

本
件
上
告
を
棄
却
す
る
。

二　

本
件
を
上
告
審
と
し
て
受
理
し
な
い
。

三　

上
告
費
用
及
び
申
立
費
用
は
上
告
人

　
　

兼
申
立
人
の
負
担
と
す
る
。

　

以
上
の
決
定
に
よ
り
判
決
が
確
定
し
、

五
泉
市
の
主
張
が
全
面
的
に
認
め
ら
れ
た

結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
こ
の
度
の
裁
判
に
要
し
た
弁
護

士
へ
の
委
託
料
に
つ
き
ま
し
て
は
、
着
手

金
五
十
九
万
七
千
三
百
円
、
こ
れ
に
加
え

判
決
が
確
定
し
た
こ
と
に
よ
る
成
功
報
酬

金
七
十
四
万
四
千
百
二
十
円
に
て
、
あ
さ

ひ
新
潟
法
律
事
務
所
と
契
約
し
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、「
訴
訟
費
用
は
控
訴
人
の
負
担

と
す
る
。
」
と
の
判
決
に
よ
り
、
民
事
訴

訟
費
用
等
に
関
す
る
法
律
で
定
め
ら
れ
た

日
当
・
旅
費
・
書
面
の
作
成
費
用
と
し

て
、
八
万
円
を
控
訴
人
に
請
求
し
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

【
質
疑
】

Ｑ
　
弁
護
士
費
用
と
職
員
の
出
張
費
用
、

時
間
外
勤
務
手
当
な
ど
を
含
め
る
と
全

体
の
費
用
は
い
く
ら
か
か
っ
た
の
か
。

Ａ　

概
算
で
三
百
三
十
万
円
と
見
込
ん
で

い
ま
す
。
内
訳
は
弁
護
士
費
用
百
三
十

　

四
万
円
、
高
裁
へ
の
出
張
費
二
十
九
万

円
、
弁
護
士
と
の
打
ち
合
わ
せ
に
出
向

く
際
の
経
費
や
書
面
作
成
の
費
用
な
ど

で
百
六
十
八
万
円
で
す
。
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原水爆禁止五泉協議会の補助金事務について
100条委員会を設置

◆発議第９号　原水爆禁止五泉協議会の補助金事務の調査に関する決議（12月６日議決）

【提出議員】阿部周夫 外５名

【内　　容】下記により、原水爆禁止五泉協議会の補助金事務の調査に関する決議案を提出します。

記

　　　　　　１　調査事項　

　　　　　　　　本議会は、地方自治法第100条の規定により、次の事項について検査するものとする。

　　　　　　　⑴　補助金事務（非核・平和推進事業費補助金のうち日本共産党猪熊豊議員が会計を務め

る原水爆禁止五泉協議会分）に関する事項

　　　　　　２　特別委員会の設置

　　　　　　　　地方自治法第109条第４項及び委員会条例第６条の規定により委員７人からなる原水爆

禁止五泉協議会の補助金事務調査特別委員会を設置して、これに付託するものとする。

　　　　　　３　調査権限

　　　　　　　　本議会は、１に掲げる事項の調査を行うため、地方自治法第100条第１項及び同法第98

条第１項の権限を上記特別委員会に委任する。

　　　　　　４　調査期限

　　　　　　　　上記特別委員会は、１に掲げる調査が終わるまで、閉会中もなお調査を行うことができる。

　　　　　　５　調査経費

　　　　　　　　本調査に要する経費は、本年度においては、50万円以内とする。

◆発議第10号　調査権限の付与に関する決議（12月16日議決）

　【提出議員】鈴木良民 外６名

　【内　　容】　原水爆禁止五泉協議会の補助金事務調査特別委員会が調査する事件について、詳細な調

査を行うため、同特別委員会に地方自治法第100条第10項の権限を付与するものとする。

　　　　　　　　なお、調査事項、調査期限、調査経費は変更しないものとする。

100条委員会とは

　100条委員会とは、地方自治法第100条に規定されている調査権を議会から委任された委員会の通称です。

　議会から調査権を委任されることにより同条第１項の規定に基づき関係人の出頭、証言及び記録の提出

を請求できるほか、第10項の規定に基づき団体等に対して照会をし又は記録を請求できます。

　調査権にはたいへん強い権限があり、正当な理由がなく出頭、証言、記録の提出を拒否した場合や虚偽

の陳述を行った場合には、罰則があります。

　この調査権は事実解明の手段であり、あくまでも事務事業の問題点を真相究明することで今後の改善な

どを図るものです。

猪熊 豊氏が議員辞職

　猪熊 豊氏が平成28年12月19日付けで議長に辞職願を提出し、同日付で受理・許可されました。

　同日に五泉市役所において日本共産党下越地区委員会が開催した記者会見において、猪熊 豊氏は、自

身が会計として事務にあたった「原水爆禁止五泉協議会」の市の非核・平和推進事業費補助金の補助金受

給に当たり不正な行為があったとして政治的・道義的責任をとり議員辞職するとしました。

　◎鈴木　良民　　○佐藤　　浩　　阿部　周夫　　平井　敏弘　　伊藤　昭一　　長谷川政弘　　深井　邦彦

（◎委員長　○副委員長）原水爆禁止五泉協議会の補助金事務調査特別委員会　（100条委員会）
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（◎委員長　○副委員長）

広
島
市
を
、
そ
れ
ぞ
れ
単
独
で
訪
問
し
た
こ
と
に
な
っ
て
い

る
こ
と
。

　

二
点
目
は
、
こ
れ
ら
の
交
通
費
、
宿
泊
代
、
保
険
料
等
に

つ
い
て
は
、
い
ず
れ
も
合
算
し
た
金
額
の
領
収
書
が
添
付
さ

れ
て
い
る
の
み
で
、
そ
の
内
訳
を
証
明
す
る
領
収
書
等
に
つ

い
て
は
、
一
切
提
出
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
。

　

三
点
目
は
、
原
水
爆
禁
止
五
泉
協
議
会
か
ら
総
務
課
に
提

出
さ
れ
た
実
績
報
告
書
に
よ
れ
ば
、
平
成
二
十
六
年
度
に
猪

熊
豊
議
員
が
一
泊
二
日
で
広
島
市
を
訪
問
し
た
際
の
交
通

費
・
宿
泊
費
・
保
険
料
等
の
金
額
と
、
翌
年
の
平
成
二
十
七

年
度
に
一
般
市
民
お
一
人
が
四
泊
五
日
で
広
島
市
を
訪
問
し

た
際
の
金
額
が
、
九
万
六
千
六
百
八
十
円
と
同
額
で
あ
る
こ

と
。
同
じ
く
、
そ
の
際
の
現
地
交
通
費
・
食
事
代
・
通
信
費

も
同
額
の
二
万
八
千
円
で
あ
る
こ
と
。

　

四
点
目
は
、
五
泉
市
非
核
・
平
和
推
進
事
業
費
補
助
金

に
係
る
原
水
爆
禁
止
五
泉
協
議
会
へ
の
補
助
金
は
、
平
成

二
十
三
年
度
か
ら
平
成
二
十
八
年
度
の
六
年
間
に
わ
た
り
、

猪
熊
豊
議
員
の
個
人
名
義
の
口
座
に
振
り
込
ま
れ
て
い
る
こ

と
。

　

こ
れ
ら
の
疑
惑
等
を
解
明
す
べ
く
、
本
委
員
会
で
は
十
二

月
十
三
日
付
で
原
水
爆
禁
止
五
泉
協
議
会
の
代
表
、
酒
井
赫

氏
に
記
録
提
出
要
求
を
い
た
し
ま
し
た
。
提
出
を
求
め
た
記

録
に
つ
い
て
は
、
資
料
の
二
枚
目
の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
総
務
課
に
は
、
さ
ら
に
さ
か
の
ぼ
り
平
成
十
八
年

度
か
ら
平
成
二
十
二
年
度
の
補
助
金
事
務
に
関
す
る
一
切
の

書
類
の
提
出
を
求
め
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
共
に
提
出
期

限
は
、
十
二
月
二
十
日
と
い
た
し
ま
し
た
。

　

次
に
、
証
人
の
出
頭
要
求
に
つ
い
て
も
十
二
月
十
三
日
付

で
行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
資
料
の
三
枚
目
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。
こ
の
度
の
出
頭
要
求
の
範
囲
は
、退
職
者
を
含
む
、

総
務
課
の
歴
代
担
当
職
員
と
い
た
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
証
人
喚
問
に
つ
い
て
は
、
十
二
月
二
十
六
日
に

行
う
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

な
お
、
記
録
の
提
出
期
限
後
の
十
二
月
二
十
二
日
に
も
本

委
員
会
を
開
催
し
、
提
出
記
録
の
確
認
作
業
等
を
行
う
こ
と

と
し
て
お
り
ま
す
。

　

平
成
二
十
九
年
一
月
以
降
は
、
原
水
爆
禁
止
五
泉
協
議
会

の
代
表
及
び
関
係
者
等
に
向
け
て
、
順
次
、
出
頭
要
求
を
行

い
、
疑
惑
解
明
の
た
め
に
本
委
員
会
で
は
全
力
を
尽
く
し
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

（
平
成
二
十
八
年
十
二
月
十
六
日　

報
告
）

　

原
水
爆
禁
止
五
泉
協
議
会
の
補
助
金
事
務
調
査
特
別
委
員

会
の
経
過
に
つ
い
て
、
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

　

去
る
十
二
月
六
日
の
本
会
議
に
お
い
て
本
特
別
委
員
会
が

設
置
さ
れ
、
十
二
月
十
二
日
と
十
五
日
に
特
別
委
員
会
を
開

催
い
た
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
ず
、
総
務
課
に
対
し
、
平
成
二
十
三
年
度
か
ら
平
成
二

十
八
年
度
ま
で
の
五
泉
市
非
核
・
平
和
推
進
事
業
費
補
助
金

に
係
る
原
水
爆
禁
止
五
泉
協
議
会
の
補
助
金
事
務
に
関
す
る

一
切
の
記
録
提
出
を
求
め
た
と
こ
ろ
、
次
の
こ
と
が
判
明
い

た
し
ま
し
た
。

　

一
点
目
は
、
平
成
二
十
八
年
度
の
実
績
報
告
書
に
つ
い
て

は
、
総
務
課
か
ら
の
提
出
要
求
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
い
ま
だ

に
提
出
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
。

　

配
付
し
ま
し
た
資
料
の
一
枚
目
、「
原
水
爆
禁
止
五
泉
協

議
会
（
原
水
協
）
実
績
報
告
書
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
こ
こ

で
は
、
四
点
が
判
明
い
た
し
ま
し
た
。

　

一
点
目
は
、
平
成
二
十
三
年
度
か
ら
平
成
二
十
八
年
度
ま

で
の
六
年
間
に
お
け
る
原
水
爆
禁
止
五
泉
協
議
会
の
代
表
者

は
、
酒
井
赫
氏
で
あ
る
こ
と
。

　

ま
た
、
同
五
泉
協
議
会
で
は
、
毎
年
一
名
な
い
し
二
名
を

長
崎
市
及
び
広
島
市
に
派
遣
し
て
い
る
が
、猪
熊
豊
議
員
は
、

そ
の
内
、
平
成
二
十
五
年
に
長
崎
市
を
、
平
成
二
十
六
年
に

原
水
爆
禁
止
五
泉
協
議
会
の
補
助
金

事
務
調
査
特
別
委
員
会
委
員
長
報
告

◎
鈴
木
　
良
民
　
　
阿
部
　
周
夫
　
　
伊
藤
　
昭
一
　
　
深
井
　
邦
彦

○
佐
藤
　
　
浩
　
　
平
井
　
敏
弘
　
　
長
谷
川
政
弘



五泉市議会だより　第39号

16

消防出初式（１月８日）

成人式　新成人誓いのことば（１月８日）

初詣ごっこ　みどり保育園（１月４日）

議会に関するご意見・ご要望をお寄せください。
議会事務局　☎（43）3911／ E-mail :gikai@city.gosen. lg.jp ／ URL:http://www.city.gosen. lg.jp

　

市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
穏
や

か
な
新
年
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
お
喜
び

申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
の
冬
は
一
月
上
旬
ま
で
一
度
も
除

雪
車
の
稼
働
が
ゼ
ロ
と
い
う
近
年
に
な
い

珍
事
と
な
り
ま
し
た
が
、
一
月
十
一
日
か

ら
本
市
で
も
雪
が
降
り
始
め
、
今
後
の
雪

の
状
況
が
心
配
さ
れ
ま
す
。

　

さ
て
、
皆
さ
ま
方
は
「
平
成
二
十
八
年

の
出
来
事
」
と
言
っ
た
ら
最
初
に
何
を
思

い
出
さ
れ
ま
す
か
？

　

糸
魚
川
大
火
、
ア
メ
リ
カ
大
統
領
に
ト

ラ
ン
プ
氏
当
選
、
新
潟
県
知
事
選
挙
、
熊

本
地
震
、リ
オ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ｅ
ｔ
ｃ
・
・
・

　

世
界
を
は
じ
め
日
本
も
目
ま
ぐ
る
し
い

変
化
を
し
て
い
ま
す
が
、
今
年
も
良
い
一

年
で
あ
る
こ
と
を
願
う
も
の
で
す
。

■
広
報
委
員
会

　

委

員

長　

伊
藤　

昭
一

　

副
委
員
長　

鈴
木　

良
民

　

委　
　

員　

阿
部　

周
夫

　
　

〃　
　

佐
藤　
　

渉

　
　

〃　
　

佐
藤　
　

浩

　
　

〃　
　

桑
原　

一
憲

　
　

〃　
　

深
井　

邦
彦

編

集

後

記

　

昨
年
十
二
月
二
十
二
日
に
発
生
し

た
糸
魚
川
市
の
大
火
で
被
災
さ
れ
た

皆
さ
ま
に
衷
心
よ
り
お
見
舞
い
を
申

し
上
げ
ま
す
。

　

一
日
も
早
い
復
興
を
願
い
、
市
議

会
か
ら
見
舞
金
を
お
送
り
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

糸
魚
川
大
火
に

　

お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す


